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＜連絡事項＞

・本日１７時２０分よりメモリアルホールにて講演会「高次脳機能障害について～」が行われるので、興味のある方は参加して下さい。

・２２日、２３日の１７時３０分よりメモリアルホールにて院内研修「医薬品関連事故の防止～知っておきたい薬のリスク～」が行われるので参加して下さい。

・２６日院内巡視が行われます。あわせて環境整備も行っていきましょう。

・入浴の注意～２階での入浴時の注意ですが、水を洗い場で勢い良く使用すると、脱衣所まで水が流れ込みます。シャワーの使い方、脱衣所へ水が流れ込まないように工夫をして下さい。カビの原因にもなります。

・カルテチェック～記載漏れなどがあるカルテは表紙に記載漏れ部分を書いて貼っています。早めに処理をして下さい。

・Ｂユニットの床暖が直りました。適温で過ごして頂くようにしていきましょう。

・板垣　福蔵様～朱夏に車椅子を発注しました。

＜断水時の対応＞

断水時の対応の用紙をホワイドボードに貼っておくので各自目を通して下さい。

· 水の使用量の結果として分かった事。

.　・断水になってからも貯水槽にある分を使用していた。→断水直後から井戸水に切れ換えて、貯水槽は飲用にあてるほうが良いのではとの事。

・トイレの水を流し過ぎていた。→市の水ではなく、井戸水で流すようにする。　　　　　　　　　　　　

· ２０ℓのポリタンクがあるも、法人全体には足りませんでした。　

· 今後の水の確保について検討しなくてはなりません。

· 防災備品も整理して確認をしていかなくてはなりません。又、法人内で最低限の食料の備蓄が必要なのではないかとの事でした。

· 非常時の連絡体制の整備も検討課題。

＜患者様連絡事項＞

· 大沢　とくゑ様～発熱続いている為、昨日採血（セット３、CRP）行い、

　　　　　　　　　ＣＲＰ　４＋にて、セフジトレン(抗生剤)　３Ｔ　３×ｎdE/７Ｔ

　　　　　　　　　（ＳＰＯ2　９５％）

　　　　　　　　　本日の胸部Ｘ－Ｐの結果、喀痰培養の指示あり施行。

バイタルサインをチェックし、必要に応じて水分摂取をこまめに行っていきましょう。又、帯下、尿混濁見られる為、陰部洗浄をし尿路感染防止も考慮して保清に心掛けていきましょう。

（予測指示：アンヒバ処方となっています。）

・谷内　愛子様～手指の振戦持続している為、１/２０の夕から処方となっています。

　　　　　　　　メネシット（１００）（抗パーキンソン剤）３Ｔ　３×ｎｄＥ　３Ｔ　

１/２１から定期薬変更となっています。

　　　　　　　　デパゲンＲ（抗てんかん薬）（１００）１Ｔ　１ｖｄｓ

　　　　　　　　アローゼン（下剤）は出すぎるとの事で中止としています。

今後排便状態の観察、精神症状、一般状態、言動等観察していきましょう。

・玉井　クニ子様～左上腕周囲、腫脹・熱感あり、１/２１の朝から処方になっています。

セフジトレン(抗生剤)（１００）３Ｔ　３×ｎｄＥ　７Ｔ　

　　　　　　　　　引き続き、腫脹の変化、浸出液の有無を観察していきましょう。

・木村　敏様～ＡＺ点眼薬１本処方となっています。

・助川　幸雄様～夜間の尿失禁多くなってきている事から、夜間のみ尿取りパットを使用して行きたいと思います。

　　　　　　　　自力にてトイレに行かれる方なので、夜間覚醒時、その都度パットの確認を行い、トイレに落として詰まらせないようにしていきましょう。

　　　　　　　　又、御家族が遠方の方なので、多種の尿取りパットを何パターンか試してみて、結果を御家族に報告し、良ければパットの購入を提案してみましょう。

＜口腔ケア評価＞
◎個々にあった口腔ケア用具を使っていくようにしていきましょう。

　歯ブラシの大きさや、自歯がない方も歯ブラシを使用しての口腔ケアの方がいるので、舌ブラシを使って口腔ケアを行って欲しいなどの理由からです。

・助川　幸雄様～食事摂取時むせ込みがある為、今後嚥下レベル低下を防ぐ為に、嚥下訓練として、毎食前後アイスマッサージを徹底していきましょう。

　　　　　　　　アイスマッサージを行う際、きちんと説明してから行う様にし、本人様の協力、理解も図っていきましょう。
・木村　敏様～義歯を自室に持って行かれる事あります。紛失等トラブルがないように、スタッフが預かり、管理していきましょう。







